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Ⅰ 研究の目的と目標

〇高等学校における小規模校間での遠隔教育の推進を通して，各教科・科目等の専門知

識を有する教員の補完と教育課程の充実を図り，生徒に多様な教育を受ける機会を提

供することで高等学校における教育の質の確保に資することを目的とします。

〇効果的な遠隔授業を実施するための，具体的な方法，学習評価等の在り方について検

討します。また，授業実践および授業検討会を通して教科・科目ごとの効果と課題を

分析し，遠隔授業が対面による授業と同等の効果を上げるための条件や留意点などを

明らかにすることを目標として，２年研究の１年次です。

Ⅱ 研究の構想

「新たな県立高等学校再編計画（以下「再編計画」

と示す。岩手県教育委員会 平成 28年３月 29日）」に

よると，【図１】に示すとおりで，「多くの県立学校が

小規模校化し，コース等の設定，多様な科目の開講，

教科・科目に応じた教員配置や部活動，学校行事での

多様な教育活動の実施にも支障を来す等，学校の教育

力や活力の低下，小集団による人間関係の固定化等が

生じることが懸念される。」と示されています。

県立高等学校の現状と課題として，本県の高等学校

教育においては，将来自立した社会人として生きてい 【図１】再編計画の内容の一部

くための力の育成や規範意識の醸成，好ましい人間関係を築ける協調性等を身に付け

させることが求められています。「再編計画」では，一定規模の人数が必要であると示

されていますが，近隣に高等学校がなく他地域への通学が極端に困難な場合には，１

学年１学級を最低規模とする「特例として扱う学校」を認めています。本研究におい

ては，この「特例として扱う学校」である西和賀高等学校と岩泉高等学校を研究協力

校としました。

平成 27年４月に学校教育法施行規則の一部が改正され，一定の要件を満たすことで

遠隔授業による単位認定ができることなりました。遠隔授業を行う場合には，対面に

より行う通常授業に相当する教育効果を有するよう行うことが必要で，【表１】遠隔授

業の配慮する事項が示されました。その他に単位認定の評価は，当該授業を担当する

送信側の教員が，受信側の教員の協力を得ながら行うことと定められています。

【表１】遠隔授業の配慮する事項
項 目 内 容

遠隔授業について 対面により行う授業と同等以上に，生徒の学習効果を高める同時双

方向である

修得単位数 74単位のうち36単位以下

生徒数 受信側，送信側の生徒数は合わせて40人以下

教員の身分 兼務発令等により，送信側の教員に受信側の学校の教員の身分を持た

せる

対面による授業 対面による授業も実施（教科によって時間数が違う）

【表１】の配慮する事項を前提に本

研究では，【図２】に示すように西和賀

高等学校，岩泉高等学校，総合教育セ

ンターの３拠点をネットワークで繋ぎ，

遠隔授業ができる環境を整えました。

この環境は，同時双方向でやり取りが

できるものです。

【図３】に遠隔授業のイメージ図を

示します。生徒は，受信側と送信側の

両方にいます。送信側の生徒は，教師

との対面授業となり，受信側の生徒は，

スクリーンに映っている教師を見て授

業に参加します。受信側にはサポート

教師が送信側教師の指示で，プリント

を配付したり受信側生徒の様子をビデ

オカメラで撮影して送信側教師に受信

側の生徒の様子を伝えます。併せて機器【図２】３拠点で遠隔授業を実施

トラブルの対応や表示画面の調整を行い

ます。

受信側生徒は，送信側の教師にリアル

タイムに質問ができ，教師の答えを聞く

ことができます。送信側と受信側の生徒

同士の質問や意見交換を行うことで，他

者の発言を聞いて学びを深めることがで

きると考えられます。遠隔授業を実施し，

生徒に多様な教育を受ける機会を提供す

ることで，教育の質を高めることができ

ます。

そこで，本研究では，遠隔授業を実施

しての成果や課題（事前事後の指導計画

や ICT機器との連携，学習評価の実施）

について検証していきます。

【図３】遠隔授業のイメージ図

Ⅲ 授業実践

小規模校で専門知識を有する教員の不足が予想される「地歴・公民」，「理科」で遠

隔授業を実施しました。研究協力校に所属する教員の研修を目的として，総合教育セン

ターの研修指導主事による遠隔授業「化学」，「生物」，「現代社会」を３回実施しまし

た。その後，少人数指導がしやすい課外授業において，研究協力校教員による遠隔授業

を実施しました。なお，この課外授業は送信側，受信側の双方に生徒がいる形態で実施

しました。実施する科目は，研究協力校の指導計画に基づき，夏季休業等の長期休業や

特定の時期における課外授業の中から「化学」と「日本史Ｂ」の課外授業を計５回実施

しました。

(1) 課外授業「日本史Ｂ」

西和賀高等学校の小岩 亮教諭が「日本史

Ｂ」の遠隔授業を行いました。送信側の西和

賀高等学校の生徒は６名，受信側の岩泉高等

学校の生徒も６名で２回実施しました。

【図４】に西和賀高等学校（送信側）の授

業の様子を示します。授業者は，送信側の生

徒や受信側の生徒に指名し，理解度を確認し

ながら授業を進めました。

【図４】西和賀高等学校（送信側）の授業の様子



(2) 課外授業「化学」

岩泉高等学校の佐藤 義之教諭が「化学」

の遠隔授業を３回実施しました。送信側の岩

泉高等学校の生徒は１名，受信側の西和賀高

等学校の生徒は 15名でした。【図５】に岩泉

高等学校（送信側）の授業の様子を示します。

【図６】に西和賀高等学校（受信側）の授業

の様子を示します。受信側の生徒は，解いた

学習プリントの問題をお互いに教え合う授業 【図５】岩泉高等学校（送信側）の授業の様子

を実践しました。生徒をＡグループとＢグル

ープに分けて，それぞれ違うセンター試験の

過去問題を自力で問いてグループで話し合い，

その後他のグループに教える学び合いの授業

を実践しました。各グループがセンター試験

の過去問題を２問解くには時間がかりました。

問題数を各グループ１問にして行うと，生徒

の理解度も増したと考えます。教え合いや学

び合う授業を遠隔授業で取り入れましたが，

サポート教師の負担が多くなる傾向にありま【図６】西和賀高等学校（受信側）の授業の様子

した。

Ⅳ 課外授業のアンケート結果と考察

(1) 課外授業「日本史Ｂ」アンケート結果と考察

第１回課外授業と第３回課外授業のアンケート結果を【図７】に示します。
第１回課外授業「日本史Ｂ」 （送信側：西和賀高校，受信側：岩泉高校）
第３回課外授業「日本史Ｂ」 （送信側：西和賀高校，受信側：岩泉高校）

第１回課外授業と比べ，第３回課外授業

は，２回目の授業ということもあり１回目

より緊張しないで授業に参加した様子がう

かがえました。２回目の授業の方が，他方

の生徒の話を聞いて理解が深まったり，集

中して授業に参加したりする割合が高くな

りました。これは２回目でグループワーク

を実施し，送信側と受信側の生徒が発表し

たことにより集中して授業に参加したり，

他者の意見を聞いて理解が深まったと考え

られます。９割以上の生徒が，遠隔授業を

ま た受けたいと回答していました。 【図７】送信側または受信側の生徒の意見を聞

(2) 課外授業「化学」アンケート結果と考察 くことで，理解が深まったと思う

第２回課外授業，第４回課外授業，第５回課外授業のアンケート結果を【図８】に

示します。

第２回課外授業「化学」 （送信側：岩泉高校，受信側：西和賀高校）
第４回課外授業「化学」 （送信側：岩泉高校，受信側：西和賀高校）
第５回課外授業「化学」 （送信側：岩泉高校，受信側：西和賀高校）

「送信側または受信側の生徒の意見を聞くこ

とで，理解が深まったと思う。」では，８割

以上の生徒が他校の意見を聞いて理解が深ま

ったと回答しました。第５回課外授業では，

遠隔授業ですべての生徒が他校の意見を聞い

て送信側または受信側の生徒の意見を聞くこ

とで，理解が深まったと回答しました。

これは，遠隔授業で他校の生徒の多様な意

見を聞くことで，生徒自身の考えを深めさせ

ることができたと言えます。

【図８】送信側または受信側の生徒の意見を聞く

ことで，理解が深まったと思う

(3) 第１回課外授業から第５回課外授業（受信側）アンケート結果と考察

【図９】と【図10】に受信側生徒のアンケート結果を示します。

【図９】スピーカーからの音声は聞き取りやすかった 【図10】タイムラグ（映像と音声の時間差）がありま

したが，気にすることなく授業を受けること

ができた

スピーカーからの音声は，約８割の生徒が聞きやすかったと回答しました。第１回

課外授業と，第３回課外授業では，音声に問題はありませんでしたが，第２回課外授

業と第４回課外授業，第５回課外授業で延べ12名の生徒が，音声が聞き取りづらかっ

たと回答していました。これは，授業者の音声をバウンダリマイクロフォンが拾って

しまったためハウリングが発生したものと考えられます。タイムラグ（映像と音声の

時間差）については，約３割の生徒が気になったと回答しました。タイムラグが気に

なった生徒は，第２回課外授業で２名，第４回課外授業で７名，第５回課外授業で６

名の合計15名いました。生徒が発表する場面が多かったことと，ハウリングで聞き取

りづらかったことが影響していると考えます。

(4) 学習評価について

第４回と第５回の「化学」の課外授業で，学習評価に

ついて取り組みました。第４回課外授業では，【図 11】

に示す学習プリントを授業中に取り組ませられなかった

ため，週末課題とし提出させました。サポート教師は，

事前に授業者から解答を受け取っており，提出した週末

課題を採点し，その結果を授業者にメールで送信しまし

た。平均点は，17点満点中平均16.1点でした。送信側と

受信側生徒の点数の違いはありませんでした。

第５回課外授業では，回収した学習プリントからお互

いに教え合うことで理解し，正答を時間内に埋めること

ができていました。

授業者は，送信側と受信側の学習プリントから評価を

主に観点別学習評価の「知識・理解」で「Ａ，Ｂ，Ｃ」

評価を付けることができました。

【図11】 学習プリント

Ⅵ 研究のまとめ

研究の成果（◯）と，２年目に向けての課題（●）について以下のようにまとめます。

◯遠隔授業でICT機器を有効に活用したり，送信側と受信側で意見交換したりする
ことで生徒の理解が深まり，対面の授業に近い遠隔授業ができる可能性があるこ
とを確認できました。

◯遠隔授業で，学習プリントを使用して観点別学習評価の「知識・理解」で評価を
することが可能であることが分かりました。

◯遠隔システムを使って，教員研修（研究授業「家庭基礎」）での活用ができるこ
とを確認しました。

●授業者が遠隔授業の機器操作に慣れる必要があり，熟練するための操作研修会が
必要です。

●サポート教師が，専門外でも観点別学習評価の補助（採点）が可能かどうか検証
が必要です。

●観点別学習評価については，「知識・理解」以外の観点についても取り組む必要
があります。

●今年度と同様に，「地歴・公民」，「理科」で継続して月１回程度実施しながら，
通常の授業と同等になるような授業を提供するための検証をします。

●「地歴・公民」，「理科」以外での教科の遠隔授業についても，研究協力校と協
議して進めます。


